
ニュース・リリース 

⾒る・買う・遊ぶ・⾷べる――切⼿の魅⼒を⼀⽇中楽しめる 

「全⽇本切⼿まつり２０２６」を東京・錦⽷町で開催 

2026 年 7 ⽉ 11 ⽇ 

全⽇本切⼿まつり実⾏委員会 

１．概要 

2026 年 7 ⽉ 18 ⽇（⼟）から 20 ⽇（⽉・祝）まで、東京都墨⽥区の錦⽷町マルイ上 8 階、すみだ産業
会館において、「全⽇本切⼿まつり２０２６」を開催しますので、ここにお知らせいたします。 

本催事は、切⼿や郵便物を通じて、歴史、⽂化、芸術、社会を楽しむことのできる全国規模の切⼿イベ
ントです。会場では、⽇本および世界各国の切⼿・郵便史コレクションを展⽰するほか、総額 5,000 万
円相当の貴重な切⼿を⼀堂に集めた「珍品切⼿博物館」、国際切⼿展で⾼い評価を受けた⽇本⼈収集家
のコレクションを紹介する「国際切⼿展凱旋展⽰」を実施します。 

さらに、国内外の切⼿を購⼊できるディーラーブース、切⼿ブックカフェ＆ダイニング、郵趣⽂献古書
市、切⼿カプセルトイ、クイズラリーなど、多彩な企画を実施します。 

⻑年切⼿収集を続けている⽅だけでなく、これまで切⼿に触れる機会の少なかった⽅、ご家族連れ、⼦
どもたちにも、切⼿の世界を⾝近に楽しんでいただける催事を⽬指します。 

 

 

昨年開催した「全⽇本切⼿つり２０２５」より写真５点を掲載します。 





 



２．「全⽇本切⼿まつり」とは 

「全⽇本切⼿まつり」は、審査結果やメダルを競うことを主な⽬的としない、⾮競争形式の全国切⼿展
です。出品者が、⾃らの興味、研究成果、収集テーマを、それぞれの⽅法で⾃由に表現できることを特
徴としています。 

切⼿は、わずか数センチ四⽅の⼩さな紙でありながら、その国や地域の歴史、⽂化、芸術、⾃然、産業、
科学、⼈々の暮らしなどを記録しています。また、実際に郵便として使⽤された封筒や葉書には、差出

⼈、宛先、消印、郵便経路などを通じて、その時代を⽣きた⼈々の記録が残されています。 

本催事では、切⼿を単なる収集品としてだけでなく、社会と歴史を伝える⽂化資料として紹介します。 

３．主な内容――「⾒る・買う・遊ぶ・⾷べる」の 4つの楽しみ 

（1）⾒る――全国のコレクターの 71 作品から総額 5,000 万円の珍品まで 

全国のコレクターによる多彩な切⼿コレクション 71作品を展⽰し、1 フレーム作品を対象に、来場者
⾃⾝が「⾯⽩かった」「美しかった」「もっと⾒てみたい」と感じた作品に投票する「東京ワンフレーム
チャンピオンシップ 2026」も開催します。さらに、総額 5,000万円相当の貴重な切⼿を⼀堂に集めた
「珍品切⼿博物館」、国際切⼿展で⾼い評価を受けた⽇本⼈収集家のコレクションを紹介する「国際切

⼿展凱旋展⽰」を実施します。 

（2）買う――18 店舗の有名ディーラーと、毎⽇値下がりする郵趣⽂献古書市 

国内外の切⼿、葉書、封筒、郵便史資料、郵趣⽤品などを販売するディーラーブースには、18店舗の
有名ディーラーが参加。初⼼者向けの切⼿・郵便物から専⾨コレクター向けのものまで、実際に⼿に取
って購⼊できます。 

さらに「郵趣⽂献古書市」では、対象となる単⾏本を初⽇ 800円、2 ⽇⽬ 400円、3⽇⽬ 200円と、
会期が進むごとに値下げして販売します。 

（3）遊ぶ――切⼿カプセルトイからピンセット Challenge!まで 

切⼿カプセルトイ、柱クイズラリー、ピンセット Challenge!、切⼿顔出しパネルなど、⼦どもから⼤
⼈まで参加できる体験型企画を実施します。切⼿に詳しくない⽅でも、遊びながら切⼿の⾯⽩さに触

れることができます。 

（4）⾷べる――全国有名駅弁⼤会と、昔懐かしい「切⼿くじ」 

会場内の「切⼿ブックカフェ＆ダイニング」では、切⼿や郵趣に関する書籍を読みながら、飲⾷や休憩
を楽しめます。ランチタイムには全国有名駅弁⼤会を開催。駅弁購⼊者は特典として、昔懐かしい「切
⼿くじ」を引くことができます。展⽰鑑賞や買い物の合間にくつろぎ、来場者同⼠が交流できる空間で
す。 

 

 



４．開催概要 

名称：全⽇本切⼿まつり２０２６ 

英語名称：All Japan Stamp Exhibition 2026 

開催期間：2026 年 7 ⽉ 18 ⽇（⼟）から 20 ⽇（⽉・祝）まで 

会場：錦⽷町マルイ上 8 階・すみだ産業会館（1,200 平⽶） 

所在地：東京都墨⽥区江東橋 3丁⽬ 9 番 10号 

⼊場料：無料 

主催：錦⽷町マルイ、無料世界カタログ・スタンぺディア株式会社（全⽇本切⼿まつり実⾏委員会） 

５．今後について 

全⽇本切⼿まつり実⾏委員会は、本催事を通じて、切⼿収集の魅⼒を広く社会に発信するとともに、世
代や経験を問わず、多くの⽅が切⼿や郵便⽂化に触れる機会を創出してまいります。 

また、切⼿収集家、研究者、販売事業者、⽂化団体、⼀般来場者が交流できる場を設けることにより、
⽇本における郵趣⽂化の継承と発展を⽬指します。 

以上 

 

本件に関するお問い合わせ先 

全⽇本切⼿まつり実⾏委員会 

無料世界切⼿カタログ・スタンペディア株式会社 内 

〒102-0083 東京都千代⽥区麹町 4-7 パークハウス麹町プレイス 803 

電⼦メール：info@stampedia.net 公式ウェブサイト： https://stamp.tokyo/ 


